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は
じ
め
に

　

秋
田
県
角
館
町（
現
、
仙
北
市
角
館
町
）に
生
ま
れ
た
平
福
百
穂（
一
八
七
七
～
一
九
三
三
、

本
名
貞
蔵
）は
、
短
い
期
間
な
が
ら
も
、
父
穂
庵（
一
八
四
四
～
九
〇
）か
ら
絵
画
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
た
。
穂
庵
没
後
、
画
技
を
学
ぶ
べ
く
一
念
発
起
し
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八

九
四
）
に
上
京
、
円
山
派
の
教
師
と
し
て
東
京
美
術
学
校
に
も
勤
め
て
い
た
川
端
玉
章
に

入
門
し
た
。
明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）か
ら
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
選
科
に
通
い
、
日

本
画
に
西
洋
の
写
実
表
現
を
取
り
入
れ
た
画
風
に
関
心
を
示
し
、
そ
の
傾
向
は
卒
業
制
作

《
田
舎
嫁
入
》や
「
自
然
主
義
」
を
標
榜
し
た
无
声
会
で
の
活
動
ま
で
継
続
し
た
。

　

明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
初
め
、
无
声
会
の
活
動
が
停
滞
し
、
同
会
が
い
わ
ば
自
然

解
散
し
た
大
正
二
年
頃
、
百
穂
は
ま
た
新
た
な
方
向
へ
画
風
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
の

こ
と
を
如
実
に
示
す
の
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る《
鴨
》（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
以
下「
本

作
」
と
も
記
す
）で
あ
る
。

　
《
鴨
》は
紙
本
淡
彩
の
六
曲
一
隻
、
縦
一
六
七･

〇
㎝
×
横
三
六
〇･

〇
㎝
の
屏
風
で
、
一

扇
ご
と
に
張
ら
れ
た
紙
は
幅
六
〇
㎝
、
各
扇
に
紙
継
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
扇
一
紙
で
仕
立

て
ら
れ
て
い
る
。
画
面
は
ゆ
る
や
か
な
曲
線
で
Ｕ
字
形
に
区
画
さ
れ
、
淡
彩
の
清
涼
な
色

彩
で
、
鴨
二
十
羽
を
た
ら
し
込
み
を
多
用
し
て
描
い
て
い
る
。
区
画
す
る
曲
線
は
第
四
扇

の
上
か
ら
第
一
扇
右
端
中
程
へ
向
か
い
、
一
度
、
画
面
の
外
に
消
え
た
後
、
改
め
て
第
一

扇
右
端
か
ら
第
二
扇
下
へ
引
か
れ
る
。
曲
線
内
側
の
陸
地
は
本
紙
地
色
で
、
曲
線
外
側
に

は
淡
墨
の
た
ら
し
こ
み
が
複
雑
な
水
景
を
表
現
し
て
い
る
。

　

二
十
羽
の
鴨
は
第
二
扇
か
ら
第
六
扇
に
配
さ
れ
、
方
々
に
体
を
向
け
、
縮
こ
ま
っ
て
眠
っ

て
い
る
。
鴨
の
頭
部
は
体
部
に
埋
も
れ
、
脚
部
を
隠
す
よ
う
に
地
面
に
座
る
鴨
も
い
る
。
鴨

に
施
さ
れ
た
た
ら
し
こ
み
は
羽
毛
や
脚
部
の
色
を
基
調
に
し
て
い
る
。
脚
部
に
は
陰
影
表
現

を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
羽
毛
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
筆
を
置
い
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
立
体
表
現
さ
え
も
た
ら
し
こ
み
で
試
み
て
い
た
よ
う
だ
。
以
上
の
よ
う
に
た
ら
し
こ
み

の
鴨
だ
が
、
頭
部
と
体
部
が
紛
れ
る
こ
と
な
く
描
写
で
き
て
い
る
点
は
、
百
穂
の
表
現
力
の

た
ま
も
の
だ
ろ
う
。
第
六
扇
に
墨
書
「
百
穂
」、
朱
文
円
印
「
百
穂
」
が
確
認
で
き
る
。

　

本
作
は
こ
れ
ま
で
も
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
で
展
観
す
る
機
会
は
あ
っ
た
が
（
註
１
）、
近

年
ま
で
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
作
品
で
も
あ
る
（
註
２
）。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に

は《
豫
譲
》（
永
青
文
庫
蔵
）が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
百
穂
再
評
価
の
兆
し
が

見
受
け
ら
れ
る
が
、
彼
の
画
業
に《
鴨
》は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
作
品
と
い
え
る
。
以
下
、
改

め
て
作
品
の
伝
来
、
百
穂
画
業
上
の
位
置
づ
け
な
ど
を
再
考
し
て
み
た
い
。

一
、《
鴨
》の
伝
来

　

ま
ず《
鴨
》の
伝
来
、
特
に
岩
﨑
家
の
所
有
と
な
っ
た
経
緯
を
確
認
し
た
い
。
そ
も
そ
も

本
作
は
大
正
三
年（
一
九
一
四
）、
東
京
大
正
博
覧
会
に
出
品
、
展
示
さ
れ
、
褒
状
を
受
賞

し
た
。
東
京
大
正
博
覧
会
は
大
正
天
皇
の
即
位
を
祝
し
、
産
業
の
発
展
を
企
図
し
て
東
京

府
主
催
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
で
、
会
期
は
三
月
二
十
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
、
上
野
公

園
を
主
会
場
と
し
て
約
十
七
万
五
千
点
を
出
品
、
来
場
者
は
七
四
〇
万
人
を
記
録
し
た
。

美
術
館
は
上
野
公
園
内
、
現
在
の
日
本
学
士
院
あ
た
り
に
建
設
さ
れ
、
大
正
二
年
八
月
十

六
日
起
工
、
同
年
十
二
月
十
八
日
に
竣
工
し
た
。

　

博
覧
会
の
後
、
大
正
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
穂
画
集
』（
光
琳
社
）
に
は
東
京
在
住
の

「
石
井
喜
重
氏
」
の
所
蔵
と
し
て
本
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
百
穂
の
没
後
、
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
十
二
月
二
日
に
は
東
京
府
美
術
館
（
現
、
東
京
都
美

術
館
）
で
「
平
福
百
穂
遺
作
展
覧
会
」
が
開
催
。
そ
の
「
陳
列
品
目
録
」
に
は
本
作
の
所

平
福
百
穂
《
鴨
》
の
制
作
背
景
と
評
価

浦
木
　

賢
治
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蔵
者
と
し
て
小
説
家
・
吉
川
英
治（
一
八
九
二
～
一
九
六
二
）

の
名
が
記
さ
れ
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
田
口
掬
汀
編
『
平
福

百
穂
画
集
』（
岩
波
書
店
）も
同
様
に
記
載
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
吉
川
か
ら
岩
﨑
家
へ
本
作
が
譲
ら
れ
現
在
に
至

る
わ
け
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
、
本
作
付
属
の
二
通
の
書
状

「
秀
島
英
五
郎
宛
平
福
ま
す
書
状
」（
一
月
十
日
付
、
以
下「
ま

す
書
状
」、
挿
図
１
）
と
「
金
上
盛
三
宛
秀
島
英
五
郎
書
状
」

（
一
月
十
七
日
付
、
以
下
「
秀
島
書
状
」、
挿
図
２
）
か
ら
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
送
付
さ
れ
た
年
は
消
印
か
ら
昭
和

十
年（
一
九
三
五
）と
判
明
す
る
。

　

平
福
ま
す（
一
八
九
四
～
一
九
七
七
）は
百
穂
の
二
人
目
の

妻
で
、
自
ら
産
ん
だ
二
男
五
女
と
先
妻
の
子
一
郎
を
育
て
た

人
物
で
あ
る
。
秀
島
英
五
郎
は
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）

五
月
に
三
菱
合
資
会
社
長
崎
造
船
所
に
採
用
さ
れ
、
大
正
七

年
十
二
月
に
は
三
菱
合
資
会
社
秘
書
役
場
秘
書
役
に
所
属
、

昭
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
同
社
に
勤
め
た
（
註
３
）。

ま
す
夫
人
が
秀
島
へ
相
談
を
持
ち
か
け
、
そ
れ
を
受
け
て
秀

島
は
岩
﨑
家
の
執
事
・
金
上
盛
三（
一
八
九
〇
～
？
）に
書
状

を
送
っ
た
。

　

ま
ず
、
ま
す
書
状
に
は「
鴨
の
六
曲
屏
風
」に
つ
い
て「
所

蔵
者
の
都
合
に
て
他
に
譲
り
度
旨
」
と
あ
り
、
当
時《
鴨
》を

所
蔵
し
て
い
た
吉
川
が
そ
の
売
却
を
考
え
、
ま
す
夫
人
は
そ

の
譲
渡
先
を
思
案
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
状
に
は

「
男
爵
家
」
つ
ま
り
岩
﨑
家
に
収
ま
る
こ
と
が
「
作
品
も
非

常
に
幸
福
」
と
も
書
い
て
お
り
、
ま
す
夫
人
は
岩
﨑
家
へ
の

譲
渡
を
企
図
し
、
秀
島
に
「
走
り
が
き
御
無
礼
な
が
ら
」
本

状
を
送
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
平
福
家
と
秀
島
が
ど
の
程
度

の
親
交
を
持
っ
て
い
た
の
か
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
す
書

状
の
冒
頭
に
は
「
一
向
の
御
無
沙
汰
」
と
あ
り
、
日
頃
か
ら

挿図１　ます書状　百穂「鴨」付属書簡

「
秀
島
英
五
郎
宛
平
福
ま
す
書
状
」（
昭
和
十
年
消
印
）

（
一
枚
目
）

謹
み
て
新
年
の
御
挨
拶
申
上
候

　

何
卒
今
年
も
宜
し
く
御
心
そ
へ
の
程
、
願
上
候
。

　

扨
勝
手
の
折
す
み
其
後
は
一
向
の
御
無
沙
汰
に

　

打
過
ぎ
、
失
礼
申
上
居
候
。

　

ま
す
〳
〵
御
健
拝
の
御
事
、
大
慶
に
存
上
候
。

　

誠
に
突
然
か
ゝ
る
事
申
上
て
、
如
何
か
と
存
候

　

得
共
、
実
は
故
人
遺
作
の
昨
秋
展
覧

　

会
へ
出
品
相
成
候
、
鴨
の
六
曲
屏
風
一
双

　

こ
の
程
、
所
蔵
者
の
都
合
に
て
他
に
譲
り
度

　

旨
、
極
内
々
に
て
申
参
り
候
。
就
は
甚
だ
厚
か

（
二
枚
目
）

　

ま
し
き
事
に
候
得
共
、
万
一
男
爵
家
に
於
い

　

て
御
思
召
も
有
之
候
は
ゞ
、
作
品
も
非
常
に

　

幸
福
と
存
じ
、
失
礼
お
も
か
へ
り
見
ず
一
応

　

貴
家
迄
御
意
を
得
度
、
右
走
り
が
き
御
無
礼

　

な
が
ら
申
上
候
。
実
は
手
前
参
上
、
親
し
く
申
上

　

べ
く
の
処
、
か
れ
是
□
れ
居
り
書
中
御
申
訳
無

　

之
候
。
何
卒
悪
か
ら
ず
思
召
被
下
度
願
上
候
。

　

先
は
右
御
挨
拶
か
た
〴
〵
御
願
迄
申
上
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

正
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

平
福
ま
す
拝

秀
島
英
五
郎
様

　
　
　
　
　

御
侍
史

（
一
枚
目
欄
外
）

一
隻
ト
ア
ル
ハ
誤
ニ
テ
半
双
ナ
リ
ト
後
ニ
テ
訂
正
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
印
「
秀
島
」）
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挿図２　秀島書状　百穂「鴨」付属書簡

「
金
上
盛
三
宛
秀
島
英
五
郎
書
状
」

（
一
枚
目
）

拝
啓
倍
御
□
健
奉
賀
候
。
却
説
先
日
、
鳥
居
坂
御
邸

へ
相
伺
候
際
、
御
話
申
上
置
候
、
故
平
福
百
穂
先
生
之
筆

に
な
る
鴨
の
絵
屏
風
之
儀
、
故
画
伯
の
未
亡
人
ま
す
子
殿
よ
り

小
生
宛
、
別
紙
之
通
り
、
申
越
候
間
、
何
程
位
に
て
手
放
候
□

歟
又
現
物
ハ
何
時
に
て
も
拝
見
出
来
る
歟
を
折
返
し
、
聞
合
候
処

去
十
四
日
（
月
）
未
亡
人
、
拙
宅
へ
来
訪
之
上
、
現
在
之
所
有
者
（
小
説

家
吉
川
英
治
氏
）
と
ハ
親
交
無
之
、
新
潮
社
の
中
根
駒
十
郎

氏
ゟ
吉
川
氏
が
都
合
有
之
、
手
放
し
た
き
と
の
事
ニ
有
之
候
由

平
福
家
と
し
て
ハ
故
人
之
遺
作
が
名
も
知
れ
ぬ
人
々
の
間
ニ

転
々
す
る
の
は
不
好
敷　

岩
﨑
家
の
如
き
大
家
へ
納
め
あ
れ
ハ

本
望
ニ
付
、
若
し
や
御
買
上
を
願
ハ
れ
申
間
敷
哉
と
の
趣
意

ニ
御
座
候
。
中
根
氏
と
ハ
故
人
在
世
中
ゟ
極
々
懇
意
ニ
致
し
居
り

至
て
真
面
目
之
人
物
ニ
有
之
由
と
被
申
居
候
。
而
し
て

（
二
枚
目
）

値
段
そ
の
他
之
事
ハ
万
事
中
根
氏
ゟ
直
接
書
面
又
ハ

電
話
若
し
ハ
面
談
可
相
成
と
の
事
に
御
座
候

今
十
七
日
、
中
根
氏
よ
り
電
話
に
て
御
話
あ
り
。
其
要
領
ハ

　
　

御
申
越
次
第
屏
風
ハ
直
ニ
御
覧
二
入
れ
可
申
と
の
事

　
　

値
段
ハ
貴
信
ニ
あ
る
通
り
、
社
会
上
の
位
置
如
何
ニ
依
て

　
　

其
代
價
を
上
下
す
る
事
ハ
勿
論
不
面
白
候
ニ
付
、
現
所
有
者

　
　

ニ
其
意
味
を
以
て
聞
糺
候
処
、
元
々
買
入
た
る
時
ハ
金
五

　
　

千
円
な
り
し
も
、
唯
今
自
分
之
都
合
も
あ
り
、
金
四
千
円
な
れ
ハ

　
　

手
放
可
申
と
の
こ
と
ニ
御
座
候

　
　

右
鴨
の
絵
ハ
大
正
三
年
「
大
正
博
」
之
節
、
平
福
氏
執

筆
（
中
根
氏
屢
画
席
上
、
実
地
拝
見
せ
り
と
云
ふ
）
出
陳
、

　
　

賞
を
得
て
、
誰
れ
か
之
手
に
渡
り
た
る
も
の
ゝ
由
、
云
ハ
ゝ
平
福

　
　

氏
、
出
世
之
作
と
申
之
居
候

右
屏
風
ハ
未
亡
人
之
手
紙
ニ
ハ
一
双
と
有
し
候
得
共
、
夫
ハ
誤
の
由

（
三
枚
目
）

六
曲
半
双
と
の
事
、
同
夫
人
ゟ
口
頭
訂
正
有
之
候
。

大
体
之
図
柄
ハ
平
福
遺
作
展
之
画
集
御
手
許
ニ
有
之

候
ハ
ゞ
、
社
長
様
へ
御
覧
ニ
入
れ
被
下
度
、
若
し
右
之
画
集
な

く
ハ
、
小
生
手
許
ニ
「
中
央
美
術
」「
平
福
百
穂
遺
作
展
号
」
あ
り

御
覧
ニ
供
上
ケ
可
申
候
。
其
の
裡
ニ
掲
記
有
之
候
、
御
□壹
図
を

仰
申
候

社
長
御
件
の
御
意
向
御
伺
被
下
、
若
し
御
希
望
無
之

候
ハ
ゝ
、
其
旨
先
方
へ
返
事
可
仕
又
一
応
御
覧
の
御
希
望
あ

ら
せ
ら
れ
候
ハ
ゝ
、
其
趣
中
根
氏
へ
回
答
可
仕
候
ニ
付
何
分
之
義

御
示
指
被
下
度
奉
存
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々
敬
具

　
　
　
　

一
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　

秀
島
英
五
郎

金
上
盛
三　

様

　
　
　
　
　
　

研
北

親
し
い
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
関
係
は
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

よ
り
詳
し
い
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
秀
島
書
状
で
あ
る
。
同
書
状
に
よ
れ
ば
、
昭

和
十
年（
一
九
三
五
）一
月
十
四
日
、
ま
す
夫
人
は
秀
島
宅
を
訪
れ
経
緯
を
説
明
、
吉
川
英

治
と
平
福
家
は
親
交
が
な
か
っ
た
が
、
新
潮
社
に
勤
め
て
い
た
中
根
駒
十
郎
（
一
八
八
二

～
一
九
六
六
）
と
百
穂
は
生
前
「
極
々
懇
意
」
の
仲
で
あ
り
、
ま
す
夫
人
は
中
根
を
介
し
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ち
な
み
に
、
二
通
の
書
簡
に
は
吉
川
の
売
却
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
吉

川
の
活
動
が
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
頃
、
吉
川
は
「
祖
国
愛

運
動
の
陣
頭
に
、
日
本
青
年
文
化
協
会
を
結
成
」（
昭
和
九
年
十
一
月
二
十
六
日
読
売
新

聞
）
し
、
昭
和
十
年
一
月
に
機
関
誌
『
青
年
太
陽
』
を
創
刊
、
そ
の
編
集
を
自
宅
で
行
う

な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
日
本
青
年
文
化
協
会
の
運
営
は
吉
川
の
持
ち
出

し
で
行
っ
て
お
り
、《
鴨
》の
売
却
は
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
の
捻
出
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う（
註
６
）。

　

秀
島
書
状
の
受
取
人
で
岩
﨑
家
の
執
事
で
あ
っ
た
金
上
盛
三
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ

て
お
き
た
い
（
註
７
）。
金
上
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
生
ま
れ
、
福
島
県
立
会
津

中
学
校
を
卒
業
、
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）、
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
へ
入
学
、
大

正
四
年（
一
九
一
五
）三
月
卒
業
、
大
正
六
年
ま
で
研
究
生
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
。
大
正

七
～
九
年
頃
に
は
國
華
社
、
大
正
十
五
年
頃
～
昭
和
四
年
、
農
商
務
省
特
許
局
に
勤
め
た

と
い
う
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
に
は
金
上
が
描
い
た《
糸
瓜
に
女
》《
百
合
花
》が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
八
年
に
は
、
在
京
福
島
県
出
身
日
本
画
家
た
ち
が
結
成
し
た

団
体･

福
陽
美
術
会
の
最
初
の
集
会
に
も
参
画
し
て
い
る（
註
８
）。

　

藤
森
照
信
氏
が
岩
﨑
家
の
執
事
を
務
め
た
榊
原
恵
吉
氏
の
談
話
と
し
て
紹
介
す
る
に

は
、
金
上
は
岩
﨑
家
の
執
事
五
人
の
う
ち
の
一
人
で
、
美
術
担
当
の
執
事
だ
っ
た
と
い

う
。
美
術
品
の
鑑
定
や
購
入
が
主
な
仕
事
で
、
邸
宅
内
を
飾
る
絵
画
の
選
定
、
小
彌
太
夫

妻
の
絵
の
手
習
い
の
補
助
も
し
た
と
い
う
（
註
９
）。
小
彌
太
夫
妻
は
日
本
画
家･

前
田
青
邨

に
日
本
画
を
学
ん
で
お
り
、
そ
の
指
導
の
仲
介
や
補
佐
も
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）に
は
、
金
上
は
小
彌
太
の
句
集
『
巨
陶
集
』
を
発
行
し
て
お
り
、

一
方
、
小
彌
太
は
金
上
の
肖
像
を
水
墨
で
描
い
た
よ
う
だ（
註
10
）。

二
、
百
穂
に
お
け
る《
鴨
》と
琳
派
へ
の
関
心

　

次
に
、
百
穂
の
画
業
に
お
け
る《
鴨
》の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
み
た
い
。
前
述
の
と
お

り
、
本
作
が
百
穂
の
画
業
の
な
か
で
画
期
と
な
っ
た
こ
と
は
、
当
時
か
ら
自
他
と
も
に
認

め
る
所
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
百
穂
が
亡
く
な
っ
た
直
後
、
短
歌
を
共
に
詠
ん
だ
斎
藤
茂

吉（
一
八
八
二
～
一
九
五
三
）は
、
そ
の
追
悼
文
で《
鴨
》を
「
画
伯
の
画
風
に
一
転
化
を
来

て
吉
川
の
売
却
の
意
向
を
知
っ
た
よ
う
だ
。
平
福
家
と
し
て
は
百
穂
作
品
が
「
人
々
の
間

ニ
転
々
」
と
す
る
こ
と
が
好
ま
し
く
な
く
、
前
述
の
通
り
「
岩
﨑
家
の
如
き
大
家
」
に
収

ま
る
こ
と
を
希
望
し
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
一
月
十
七
日
、
秀
島
と
中
根
は
電
話
を
し
、
屏
風
は
実
見
で
き
る
こ
と
、
吉
川

提
示
の
売
却
額
、《
鴨
》は
東
京
大
正
博
覧
会
で
の
出
品
作
で
中
根
は
そ
の
制
作
の
様
子
を

見
て
い
た
こ
と
、
博
覧
会
で
授
賞
し
百
穂
の
「
出
世
之
作
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
話
し
た

と
い
う
。
秀
島
書
状
の
終
わ
り
に
は
「
社
長
」
つ
ま
り
三
菱
第
四
代
社
長
・
岩
﨑
小
彌
太

（
一
八
七
九
～
一
九
四
五
）の
意
向
を
う
か
が
う
内
容
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
や
り

と
り
は
不
詳
だ
が
、
後
に
本
作
は
岩
﨑
家
の
所
有
と
な
っ
た
。

　

こ
の
書
状
に
出
て
く
る
中
根
駒
十
郎
と
は
、
新
潮
社
の
創
立
者
・
佐
藤
義
亮
（
一
八
七

八
～
一
九
五
一
）の
義
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）に
最
初

の
社
員
と
し
て
入
社
し
て
か
ら
佐
藤
と
と
も
に
退
職
す
る
ま
で
、
五
十
余
年
に
わ
た
り
新

潮
社
の
発
展
に
貢
献
し
、「
義
亮
の
右
腕
」「
新
潮
社
の
大
番
頭
」
と
し
て
知
ら
れ
た
。
芥

川
龍
之
介
、
島
崎
藤
村
ら
に
も
信
頼
さ
れ
た
編
集
者
で
も
あ
っ
た
。

　

百
穂
と
新
潮
社
の
深
い
関
わ
り
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
百
穂
と
佐
藤
は
同
郷
で
、

年
も
一
歳
し
か
違
わ
ず
、
帰
郷
中
の
百
穂
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
月
、
佐

藤
が
興
し
た
新
声
社
の
文
芸
雑
誌
『
新
声
』
の
挿
絵
を
描
き
送
っ
た
こ
と
も
あ
る
（
註
４
）。

そ
の
年
の
四
月
に
は
、
結
城
素
明
や
佐
藤
の
求
め
に
応
じ
上
京
、
新
声
社
の
挿
絵
部
主
任

と
し
て
従
事
し
、
明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）、
佐
藤
が
新
声
社
を
去
る
と
百
穂
も
退
社

し
た
。
そ
の
翌
年
、
佐
藤
は
新
潮
社
を
起
業
し
、
文
芸
雑
誌
『
新
潮
』
を
創
刊
す
る
と
、

百
穂
は
そ
の
表
紙
絵
も
描
い
た
。
以
後
、
百
穂
と
新
潮
社
の
交
流
は
続
き
、
新
潮
社
創
業

四
十
年
の
折
に
は
、
佐
藤
へ
の
記
念
品
の
一
つ
と
し
て
百
穂
の
掛
幅《
富
嶽
神
鍾
》が
贈
ら

れ
て
い
る（
註
５
）。

　

こ
の
よ
う
な
百
穂
と
新
潮
社
の
交
流
を
考
え
れ
ば
、
中
根
と
百
穂
が
「
極
々
懇
意
」
で

あ
っ
た
こ
と
も
頷
け
る
。
中
根
は
編
集
者
で
も
あ
る
か
ら
、
吉
川
英
治
と
も
交
流
が
あ

り
、
吉
川
か
ら《
鴨
》を
手
放
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。
中
根
は《
鴨
》が

懇
意
に
し
て
い
た
百
穂
の
出
世
作
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
た
め
、
吉
川
の
相
談
を
無

碍
に
せ
ず
、
よ
り
親
身
に
な
っ
て
次
の
所
有
者
を
探
し
求
め
、
ま
す
夫
人
に
情
報
提
供
し

た
と
思
わ
れ
る
。
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も
あ
っ
た
。
百
穂
は
隠
田
の
住
宅
の
庭
に
金
網
で
仕
切
り
を
設
け
、
鴨
や
七
面
鳥
を
飼
育

し
て
い
た
（
註
17
）。
こ
の
隠
田
の
家
に
し
ば
し
ば
遊
び
に
出
か
け
た
斎
藤
茂
吉
は
、
飼
っ

て
い
た
鳥
を
写
生
す
る
百
穂
の
姿
を
見
て
い
た
と
い
う（
註
18
）。

　

大
正
三
年
三
月
、
百
穂
は
鴨
を
モ
チ
ー
フ
に
短
歌
八
首
を
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
で
発
表
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
首「
あ
ひ
倚
り
て
鴨
は
も
眠
る
片
脚
を
そ
び
ら
に
負
ひ
て
皆
立
ち
な
が
ら
」

は
、
ま
さ
に《
鴨
》の
情
景
を
叙
述
し
た
よ
う
な
短
歌
で
あ
る
。
さ
な
が
ら
、
平
安
貴
族
の

屛
風
歌
の
よ
う
で
も
あ
る
。
立
ち
な
が
ら
眠
る
鴨
と
い
う
愛
ら
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
「
単
調

な
る
題
材
」に
対
す
る
、
百
穂
の
写
生
的
な
ま
な
ざ
し
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
眠
る
鴨
が
、

新
た
な
絵
画
表
現
を
模
索
す
る
百
穂
に
よ
っ
て
屛
風
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
、「
漸
次
複

雑
な
も
の
に
進
」
ん
だ《
鴨
》が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

短
歌
か
ら
う
か
が
え
る
百
穂
の
写
生
的
な
視
線
と
モ
チ
ー
フ
を
画
面
に
複
雑
に
構
成
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
絵
画
表
現
の
探
索
は
、
百
穂
の
内
に
併
存
す
る
言
語
と
絵
画
の
関
係

性
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
材
料
と
い
え
よ
う
。
短
歌
と
本
作
が
、
百
穂
の
ま
な
ざ
し
と
絵

画
制
作
上
の
思
考
を
相
互
補
完
的
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

隠
田
の
家
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
鴨
と
い
う
モ
チ
ー
フ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
家
に

引
っ
越
し
た
こ
と
で
、
百
穂
は
六
曲
屏
風
を
広
げ
ら
れ
る
制
作
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
、

作
品
の
大
画
面
化
が
始
ま
っ
た
。
茂
吉
は
「
穏
田
よ
り
以
前
の
住
宅
に
は
さ
う
い
ふ
余
裕

が
な
く
ま
た
家
が
狭
く
て
六
曲
な
ど
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
を
、
穏
田
に

来
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
は
襖
を
は
づ
し
て
兎
も
角
も
六
曲
を
の
べ
る
こ
と
が
出
来

る
や
う
に
な
り
、
大
作
に
著
手
し
た
の
だ
か
ら
さ
う
い
ふ
意
味
で
も
穏
田
移
住
は
一
つ
の

画
期
と
も
謂
ひ
得
る
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る（
註
19
）。
六
曲
一
隻
の《
鴨
》は
、
モ
チ
ー

フ
の
点
で
も
、
大
画
面
の
作
品
と
い
う
点
で
も
、
隠
田
の
新
た
な
住
環
境
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
、
鴨
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
「
単
調
な
る
題
材
」
へ
の
転
向
と
隠
田
へ
の
引
っ

越
し
を
契
機
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
下
で
は
、
ま
た
別
の

角
度
か
ら
こ
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
本
作
の
モ
チ
ー
フ

や
画
面
構
成
か
ら
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
大
正
期
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
琳
派
の

足
跡
が
看
取
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
百
穂
の
琳
派
学
習
は
す
で
に
先
行
研
究
で
も
言
及
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、《
鴨
》の
「
水
景
と
鴨
」
モ
チ
ー
フ
に
注
目
し
、
そ
の
淵
源
と

し
た
、
謂
は
ば
画
期
的
の
も
の
」（
註
11
）
と
評
価
し
て
い
る
。
茂
吉
は
こ
の
「
画
期
的
」
の

意
味
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
百
穂
作
品
の「
一
転
化
」と
し
て
、
モ
チ
ー

フ
や
描
法
の
変
化
、
作
品
の
大
型
化
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

　
《
鴨
》
を
制
作
し
た
、
大
正
三
年
頃
の
モ
チ
ー
フ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
百
穂
自
身
も
言

及
し
て
い
る
。「
簡
単
な
る
題
材
」（
大
正
六
年
）と
題
し
た
評
論（
註
12
）で
、
大
正
六
年
に
開

催
さ
れ
た
第
一
回
金
鈴
社
出
品
作
に
つ
い
て
「
自
分
は
こ
の
両
三
年
来
、
単
調
な
る
題
材

を
好
ん
で
描
ひ
て
ゐ
る
」
と
書
い
て
お
り
、
大
正
六
年
か
ら
二
、
三
年
前
、
大
正
三
年
頃

か
ら
「
単
調
な
る
題
材
」
を
描
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、「
こ
れ
ら
の
単
調
な
る
題

材
は
、
複
雑
な
る
絵
の
一
要
素
と
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
分
は
こ
れ
ら
を
材
料
と
し
て
、

漸
次
複
雑
な
も
の
に
進
ん
で
、
ま
と
ま
つ
た
も
の
を
画
く
考
で
あ
る
」
と
自
身
の
制
作
手

法
を
披
露
し
て
い
る
。
同
様
の
テ
キ
ス
ト
は
い
く
つ
か
確
認
で
き
、「
豫
譲
を
描
く
ま
で
」

（
大
正
六
年
）で
も
、「
自
分
は
極
め
て
単
調
な
題
材
を
好
ん
で
ゐ
た
。
路
傍
に
転
が
つ
て
ゐ

る
石
や
、
或
る
種
の
草
や
樹
や
鳥
に
、
ま
た
牛
や
馬
と
限
つ
た
も
の
に
全
心
を
傾
け
て
ゐ

た
」
と
記
し
て
い
る
（
註
13
）。
単
純
な
モ
チ
ー
フ
そ
れ
自
体
を
描
く
こ
と
に
表
現
上
の
主
眼

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
モ
チ
ー
フ
同
士
を
複
雑
に
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
次
の
絵

画
表
現
を
模
索
す
る
こ
と
が
百
穂
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
（
註
14
）。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な

く
、《
鴨
》に
見
ら
れ
る
抽
象
的
な
水
景
や
鴨
は「
単
調
な
る
題
材
」に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、

二
十
羽
の
群
像
は
「
複
雑
な
る
絵
」
へ
の
昇
華
を
試
み
た
形
跡
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
単
調
な
る
題
材
」
へ
の
志
向
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
時
事
性
に
富
ん

だ
人
物
ス
ケ
ッ
チ
や
「
自
然
主
義
」
を
標
榜
し
た
无
声
会
に
出
品
し
た
略
画
風
の
作
品
の

後
に
現
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
百
穂
は
「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」（
註
15
）
の
中
で
、
政
治
や
人
事

へ
の
興
味
の
喪
失
、
他
方
で
単
純
な
モ
チ
ー
フ
へ
の
関
心
を
吐
露
し
て
お
り
、「
私
に
と

つ
て
は
一
種
の
革
命
に
違
ひ
な
い
」
と
記
す
。
挿
絵
画
家
の
仕
事
を
減
ら
し
、
自
然
物
の

中
か
ら
「
単
調
な
る
題
材
」
を
探
し
描
い
た
こ
の
頃
が
、
日
本
画
制
作
の
再
開
と
百
穂
も

自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
註
16
）。
描
く
対
象
を
人
物
か
ら
自
然
物
へ
変
え
、
鴨
の
よ
う

な
「
単
調
な
る
題
材
」
を
求
め
た
こ
と
は
、
日
本
画
家･

平
福
百
穂
の
再
ス
タ
ー
ト
を
象

徴
し
た
動
向
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
鴨
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
大
正
元
年（
一
九
一
二
）十
二
月
、
東
京
市
外
原
宿
字
穏

田（
現
在
の
渋
谷
区
神
宮
前
周
辺
）へ
百
穂
が
引
っ
越
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
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も
い
え
る
琳
派
作
品
に
焦
点
を
移
し
て
み
た
い
。

　

大
正
二
年（
一
九
一
三
）四
月
、
当
時
の
宗
達
再
評
価
の
き
っ
か
け
と
い
え
る
「
俵
屋
宗

達
記
念
展
」（
四
月
二
十
五
日
が
内
覧
会
、
一
般
公
開
は
二
十
六
日
～
三
十
日
。
以
下
「
宗

達
記
念
展
」
）
が
日
本
美
術
協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
宗
達
作
品
五
十
八
点
が
並
び
、

そ
の
う
ち
二
十
七
点
が
同
年
六
月
刊
行
の
日
本
美
術
協
会
編
『
宗
達
画
集
』（
審
美
書
院
）

に
掲
載
さ
れ
た
（
註
20
）。
宗
達
記
念
展
は
当
時
の
画
家
や
文
化
人
の
間
で
も
話
題
に
な
り
、

出
品
さ
れ
た《
源
氏
物
語
関
屋
澪
標
図
屏
風
》（
現
在
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）を
見
た
速

水
御
舟（
一
八
九
四
～
一
九
三
五
）が《
澪
標
図
》（
挿
図
３
）の
明
石
の
君
の
舟
か
ら「
御
舟
」

の
雅
号
を
考
案
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
夏
目
漱
石
や
画
家
小
林
古
径
も
観
覧
し
た
。
明

治
時
代
に
は
光
琳
ほ
ど
評
価
が
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
宗
達
の
作
品
を
一
堂
に
会
し
た

本
展
に
よ
っ
て
、
宗
達
の
再
評
価
が
大
い
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

百
穂
が
そ
の
記
念
展
を
鑑
賞
し
た
こ
と
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
歌
人
で
友
人
で
も
あ
っ
た
島

木
赤
彦
へ
宛
て
た
百
穂
の
書
簡
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
大
正
二
年
四
月
二
十
九
日
付
の
百

穂
書
簡
に
は
「
近
頃
又
上
野
ニ
て
宗
達
会
有
之
候
約
五
十
点
の
う
ち
半
数
以
上
ペ
ケ
ニ
候

が
単
ニ
是
丈
に
て
も
宗
達
ハ
偉
な
る
も
の
ニ
候
」
と
記
し
て
い
る
。
百
穂
の
出
品
作
に
対

す
る
厳
し
い
鑑
賞
眼
と
と
も
に
宗
達
へ
の
評
価
が
認
め
ら
れ
る（
註
21
）。

　

宗
達
記
念
展
出
品
作
を
選
り
す
ぐ
っ
た
『
宗
達
画
集
』
を
見
て
み
る
と
、
当
時
、
岸
光

景
が
所
蔵
し
、
水
流
に
複
数
の
鴛
鴦
を
あ
し
ら
っ
た《
鴛
鴦
図
屛
風
》（
二
曲
一
隻
）も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
宗
達
作
品
へ
厳
し
い
眼
差
し
を
向
け
た
百

穂
が
こ
の
作
品
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
と
は
考
え
難
い
。《
鴨
》
の
構
想

は
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
琳
派
作
品
の
「
水
流
に
鳥
」
モ
チ
ー
フ
が
着
想
源
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
、
尾
形
光
琳
《
群
鶴
図
屛
風
》（
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）の
よ
う
に
抽
象
化
し
た
水

流
に
鳥
（
フ
リ
ア
本
で
は
真
鶴
）
を
組
み
合
わ
せ
た
絵
画
は
抱
一
も
其
一
も
描
い
て
お
り
、

其
一
は
鶴
を
家
鴨
に
変
え
た
《
水
辺
家
鴨
図
屛
風
》（
個
人
蔵
）
も
制
作
し
て
い
る
。
狩
野
博

幸
氏
が《
群
鶴
図
屛
風
》に
対
し
て
「
琳
派
に
お
け
る〝
図
様
の
継
承
〟の
実
態
を
、
も
っ
と

も
簡
単
に
物
語
る
」（
註
22
）
と
述
べ
た
通
り
、「
水
流
と
鳥
」
は
光
琳
以
降
の
画
家
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
た
図
様
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、《
鴨
》
も
ま
た
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
類
似
点
か

ら
、
琳
派
絵
画
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る（
註
23
）。

挿図３　俵屋宗達《源氏物語関屋澪標図屏風》のうち澪標図
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で
は
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
琳
派
作
品
を
百
穂
が
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
意
外
に
も
、
百
穂
が
過
ご
し
た
明
治
時
代
後
期
の
東
京
は
琳
派
作
品
に
触
れ
る
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
も
そ
も
、
抱
一
編
纂
『
光
琳
百
図
』
に
は
す
で
に
、
フ
リ
ア
本
の
右
隻
第
一
扇
と
極
め

て
近
似
し
た
挿
絵
（
挿
図
４
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
光
琳
百
図
』
は
明
治
時
代
に
も
し
ば

し
ば
出
版
さ
れ
、《
群
鶴
図
屛
風
》に
類
似
し
た
挿
絵
は
、
谷
口
香
嶠
『
光
琳
画
譜
』（
明
治
二

十
四
年
刊
）、
福
井
月
斎
『
光
琳
画
譜
』（
明
治
二
十
六
年
刊
）に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）、
百
穂
は
秋
田
か
ら
再
度
の
上
京
を
果
た
す
が
、
ほ
ど
な

く
し
て
東
京
で
は
本
格
的
な
光
琳
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。
明
治
三
十
六
年
、
初
め
て
の
琳
派

作
品
集
『
光
琳
派
画
集
』
が
審
美
書
院
か
ら
出
版
さ
れ
始
め
、
明
治
三
十
九
年
ま
で
に
五

巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
九
年
十
月
、
帝
室
技
芸
員
岸
光
景
は
琳
派
の
後

継
者
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
き
（
註
24
）、
明
治
四
十
一
年
、
抱
一
建
立
の
光
琳
墓
が
発
見
さ

れ
、
三
越
呉
服
店
で
の
光
琳
作
品
の
展
示
も
始
ま
る
。
前
述
の
光
琳《
群
鶴
図
屛
風
》と
思

し
き
作
例
は
同
店
で
も
展
示
さ
れ
た
よ
う
だ（
註
25
）。

　

さ
ら
に
当
時
の
光
琳
ブ
ー
ム
を
象
徴
す
る
出
来
事
に
新
た
な
光
琳
模
様
を
募
集
し
た
三

越
呉
服
店
の
事
業
が
あ
る
。
そ
の
応
募
作
か
ら
選
出
さ
れ
た
図
案
が
掲
載
さ
れ
た
『
三
井

呉
服
店
懸
賞
図
案　

光
琳
式
明
治
模
様
』（
明
治
四
十
二
年
刊
）に
は
、「
眠
」
の
テ
ー
マ
に

対
し
「
水
に
鴛
鴦
」（
挿
図
５
）と
い
う
図
が
載
っ
て
い
る
。「
鴛
鴦
」
と
書
か
れ
て
は
い
る

が
、
挿
絵
を
み
れ
ば
、
そ
の
鳥
は
鴛
鴦
で
は
な
く
鴨
に
見
え
る
。
流
水
の
際
で
、
二
羽
の

鴨
が
身
を
寄
せ
合
い
、
眠
る
姿
が
意
匠
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
百
穂
の《
鴨
》

に
先
行
す
る
図
様
で
あ
り
、
モ
チ
ー
フ
や
構
成
が
一
致
す
る
点
は
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の

一
致
が
偶
然
だ
っ
た
と
し
て
も
、《
鴨
》が
制
作
さ
れ
た
頃
の
琳
派
を
自
認
し
た
図
様
の
例

と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

次
に
《
鴨
》
の
た
ら
し
こ
み
の
描
法
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
（
註
26
）。
先
学
の
通
り
、

《
鴨
》
と
琳
派
の
関
係
は
、
た
ら
し
こ
み
に
も
指
摘
で
き
る
の
だ
が
（
註
27
）、
百
穂
の
た
ら

し
こ
み
は
《
鴨
》
に
先
行
す
る
作
品
に
指
摘
さ
れ
（
註
28
）、《
赤
茄
子
と
芋
》（
明
治
四
十
四

年
、
福
島
県
立
美
術
館
蔵
）
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
百
穂
が
无
声
会
な
ど
で
ス

ケ
ッ
チ
や
略
画
風
の
絵
画
表
現
を
模
索
し
た
時
期
と
重
な
る
。
時
間
の
流
れ
に
そ
っ
て
考

え
る
な
ら
ば
、
百
穂
は
た
ら
し
こ
み
を
試
み
、
そ
の
次
に
モ
チ
ー
フ
や
画
面
構
成
の
点
で

挿図４　光琳百図（静嘉堂本）　部分挿図５　「水に鴛鴦」『三井呉服店懸賞図案』より
（千葉大学附属図書館蔵）
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も
琳
派
へ
歩
み
寄
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

百
穂
の
た
ら
し
こ
み
に
つ
い
て
、《
鴨
》と
同
年
に
制
作
さ
れ
、
同
じ
く
た
ら
し
こ
み
を

多
用
し
た《
七
面
鳥
》（
六
曲
一
双
、
第
八
回
文
展
出
品
）に
関
す
る
齋
藤
茂
吉
の
言
葉
が
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
茂
吉
は
百
穂
が
そ
の
羽
毛
を
描
く
様
子
を
実
見
し
て
お
り
、
百
穂

は
「
太
い
画
筆
を
以
て
当
時
の
私
の
目
に
は
書
家
が
字
を
書
く
筆
の
や
う
に
見
え
た
さ
う

い
ふ
筆
を
持
つ
て
一
筆
一
筆
非
情
な
力
を
籠
め
て
か
い
て
」
い
た
よ
う
だ
（
註
29
）。「
描
く

時
に
は
書
家
が
楷
書
を
か
く
時
と
全
く
同
じ
や
う
な
心
持
で
あ
つ
た
」
と
も
記
述
し
て
い

る
。
茂
吉
は
百
穂
の
描
く
様
子
を
不
思
議
な
表
情
で
、
興
味
を
持
っ
て
な
が
め
て
い
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
百
穂
の
た
ら
し
こ
み
を
「
墨
に
は
胡
粉
が
幾
ら
か
混
つ
て
ゐ
る
の
で
乾

く
と
き
に
は
不
思
議
な
粗
々
し
い
も
の
が
出
来
た
が
、
此
は
宗
達
光
琳
あ
た
り
の
手
法
に

学
ん
だ
も
の
で
あ
つ
た
」
と
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
茂
吉
の
言
葉
は
、
百
穂
の
た
ら
し
こ

み
の
描
法
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

　

墨
や
絵
具
が
に
じ
み
、
偶
然
に
で
き
た
表
情
に
得
も
言
わ
れ
ぬ
趣
が
あ
る
た
ら
し
こ
み

で
あ
る
が
、
百
穂
は
楷
書
を
一
筆
一
筆
書
く
よ
う
に
、
慎
重
に
筆
を
置
い
て
い
っ
た
よ
う

だ
。
た
だ
、
入
念
に
描
い
た
作
品
と
は
い
え
な
い
た
ら
し
こ
み
の
作
品
を
「
席
画
的
」
と

見
る
向
き
も
あ
る
（
註
30
）。
し
か
し
、
実
際
に
制
作
時
間
が
短
か
っ
た
と
し
て
も
、
茂
吉

の
「
楷
書
を
か
く
時
と
全
く
同
じ
や
う
な
心
持
」
と
い
う
言
葉
や《
鴨
》や《
七
面
鳥
》の
た

ら
し
こ
み
が
鳥
の
量
感
や
羽
毛
の
流
れ
を
意
識
し
て
施
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
筆
者
は
、

百
穂
は
丁
寧
で
慎
重
な
筆
さ
ば
き
で
鴨
や
七
面
鳥
を
描
い
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
た

ら
し
こ
み
で
モ
チ
ー
フ
を
描
く
場
合
は
、
画
面
上
の
水
分
量
や
墨
の
に
じ
み
方
、
混
色
の

具
合
を
常
に
観
察
し
、
に
じ
み
の
変
化
を
想
像
し
な
が
ら
、
筆
を
動
か
す
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
色
彩
の
混
濁
を
避
け
る
た
め
に
は
、
た
ら
し
こ
み
の
手
数
を
抑
え
る
必
要
が
あ

り
、
筆
を
置
く
場
所
を
緻
密
に
考
え
て
、
百
穂
は《
鴨
》を
清
明
で
柔
和
な
画
面
に
仕
上
げ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
表
現
手
法
が
、
後
述
す
る《
鴨
》の
「
装
飾
画
」
と
し
て
の
評

価
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

な
お
、
先
述
の
宗
達
記
念
展
に
は
、
た
ら
し
こ
み
を
用
い
た
宗
達
作
品
も
展
示
さ
れ
て

い
た
。『
宗
達
画
集
』
に
は
、
水
墨
画
「
犬
図
」（
個
人
蔵
）、「
龍
図
」（
現
在
は
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）、「
蓮
池
水
禽
図
」（
現
在
は
国
宝
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
琳
派
作
品
を
見
知
っ
て
い
た
百
穂
で
あ
る
が
、
右
記
の
宗
達
作
品
は
、
百
穂
に
た
ら

し
こ
み
の
深
化
を
試
み
さ
せ
る
に
充
分
な
ク
オ
リ
テ
ィ
を
有
し
、
百
穂
の
創
作
意
欲
を
刺

激
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に
─
当
時
の《
鴨
》評
価

　

こ
れ
ま
で
《
鴨
》
に
つ
い
て
、「
単
調
な
る
題
材
」
へ
の
転
向
と
作
品
の
大
型
化
、
鴨
と

水
景
の
画
面
構
成
や
た
ら
し
こ
み
の
描
法
か
ら
琳
派
へ
の
傾
倒
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

明
治
時
代
の
光
琳
ブ
ー
ム
、
大
正
初
期
の
宗
達
顕
彰
の
機
運
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、《
鴨
》

は
百
穂
の
琳
派
へ
の
関
心
や
理
解
も
示
し
た
作
品
と
い
え
る
。

　

明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
、
琳
派
絵
画
に
関
心
を
寄
せ
た
画
家
に
、
菱
田
春
草
（
一
八

七
四
～
一
九
一
一
）や
今
村
紫
紅（
一
八
八
〇
～
一
九
一
六
）も
い
る
。
春
草
は
、
横
山
大

観
と
の
連
名
で
記
し
た
論
考
「
絵
画
に
つ
い
て
」（
明
治
三
十
八
年
）（
註
31
）の
な
か
で
、「
光

琳
の
色
的
印
象
派
」に
自
ら
目
指
す
絵
画
の
正
統
性
と
可
能
性
を
み
て
い
る
。
実
際
、《
落

葉
》（
重
要
文
化
財
、
明
治
四
十
二
年
、
永
青
文
庫
蔵
）
は
江
戸
琳
派
と
比
較
、
言
及
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
描
か
れ
た
今
村
紫
紅
の
《
龍
虎
図
》（
大
正

二
年
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）や《
風
神
雷
神
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）は
宗
達
画
か

ら
影
響
を
受
け
た
近
代
日
本
画
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
紫
紅
作
品
の
方
が
や
や
先
行
す

る
が
、《
鴨
》
は
そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
琳
派
受
容
を
示
す
日
本
画
で
あ

り
、
か
つ
大
画
面
の
作
品
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

　

最
後
に
、《
鴨
》が
当
時
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か
確
認
を
し
て
本
稿
を
終
え
た

い
。
当
時
の
作
品
評
を
読
む
と
、
百
穂
の
制
作
意
図
と
は
異
な
る
批
評
が
散
見
さ
れ
、
興

味
深
い
。

　

本
作
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
東
京
大
正
博
覧
会
に
出
品
展
示
さ
れ
た
が
、
そ

の
博
覧
会
で
の
日
本
画
の
鑑
査
点
数
は
一
四
一
八
点
（『
東
京
大
正
博
覧
会
事
務
報
告
』
）、

そ
の
う
ち
一
七
三
点
が
展
示
さ
れ
た
。
審
査
官
主
任
は
高
島
北
海
、
そ
の
ほ
か
寺
崎
広

業
、
小
堀
鞆
音
、
竹
内
栖
鳳
、
下
村
観
山
な
ど
が
審
査
を
行
っ
た
。
主
任
審
査
官
の
高
島

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
此
関
門
ヲ
通
過
ス
ル
ハ
頗
ル
艱
難
」（『
東
京
大
正
博
覧
会
審
査
報

告
』
一
六
二
頁
）
な
鑑
査
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
、
受
賞
点
数
は
銀
牌
が
二
名
、
銅
牌

が
六
名
、
褒
状
が
二
十
二
名
で
、
金
牌
以
上
の
該
当
作
品
は
な
い
。
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高
島
の
日
本
画
評
の
な
か
で
、
花
鳥
画
に
つ
い
て
「
花
鳥
画
ハ
重
キ
ヲ
気
韻
運
筆
ニ
置

カ
ス
シ
テ
専
ラ
力
ヲ
布
置
ト
色
彩
ト
ニ
用
ウ
ル
ノ
風
ア
ル
為
メ
動
モ
ス
レ
ハ
純
正
美
術
ノ

軌
道
ヲ
脱
シ
テ
一
片
ノ
模
様
画
ト
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
」（
傍
線
引
用
者
）
と
記
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
に
値
す
る
。「
布
置
ト
色
彩
ト
ニ
用
ウ
ル
」
の
文
言
は
そ
の
ま
ま
《
鴨
》
に
当
て
は

ま
る
批
評
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

美
術
雑
誌
『
絵
画
叢
誌
』
に
は
、
博
覧
会
出
品
時
の《
鴨
》に
つ
い
て
論
評
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
同
三
二
一
号
掲
載
「
博
覧
会
の
日
本
画
」（
註
32
）
で
は
、
展
示
室
ご
と
に
主
要
な

作
品
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で《
鴨
》を
「
百
穂
ら
し
い
好
み
を
心
易
く
打
出
し
た

柔
か
な
円（
ま
る
）み
の
あ
る
六
曲
一
隻
」
で
「
筆
致
か
ら
い
つ
て
細
か
く
味
は
ふ
べ
き
も

の
で
は
な
く
て
何
と
な
く
打
眺
め
て
装
飾
味
の
饒
か
な
草
画
で
あ
る
」（
傍
線
引
用
者
）
と

評
し
て
い
る
。
ま
た
同
三
二
二
号
「
大
正
博
覧
会
の
美
術
館
」（
註
33
）
で
も
、
本
作
に
つ
い

て
「
墨
絵
の
鴨
の
群
を
極
め
て
軽
く
取
扱
つ
て
あ
る
潑
墨
の
調
子
が
餘
り
同
巧
に
過
ぎ
て

ゐ
る
し
姿
態
も
同
一
な
の
が
目
に
立
つ
が
、
全
幅
の
調
子
は
瀟
洒
と
し
て
纏
ま
つ
て
ゐ

る
、
新
日
本
画
を
標
榜
す
る
人
と
し
て
初
め
て
の
大
作
と
し
て
好
結
果
を
得
た
も
の
と
見

る
は
当
然
で
あ
ら
う
」（
傍
線
引
用
者
）と
記
し
、
比
較
的
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
論
評
は
、
運
筆
や
描
写
で
は
な
く
、
色
彩
や
た
ら
し
こ
み
、
画
面
構
成
を

重
視
し
た《
鴨
》を
的
確
に
論
じ
た
文
章
と
い
え
る
。
先
述
の
高
島
の
「
模
様
画
」
や
『
絵

画
叢
誌
』「
装
飾
味
」
の
言
葉
は
、
当
時
の
観
者
が《
鴨
》の
装
飾
性
に
注
目
し
、
評
価
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
絵
画
叢
誌
』
三
二
二
号
「
大
正
博
の
日
本
画
」
で
も《
鴨
》に
つ
い
て
、「
尚
そ
れ
よ
り
も

強
く
僕
等
の
感
じ
る
こ
と
は
そ
の
全
体
の
上
に
或
る
一
種
の
俳
味
と
い
は
ふ
か
、
兎
に
角
特

殊
な
日
本
趣
味
の
横
溢
し
て
ゐ
る
こ
と
で
す
、
こ
れ
は
作
者
の
個
性
の
然
ら
し
む
る
所
だ

ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
こ
の
点
で
は
只
材
料
の
布
置
や
、
対
照
に
の
み
腐
心
す
る
装
飾
画
家

に
対
し
遙
に
頭
地
を
抜
い
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
」（
傍
線
引
用
者
）
と
述
べ
、「
俳
味
」「
特
殊

な
日
本
趣
味
」
の
語
で《
鴨
》を
称
賛
し
て
い
る
。
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
評
価
の

内
容
や
程
度
で
は
な
く
、
評
価
の
比
較
対
象
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
論
評
と
同
様
、

《
鴨
》を
「
装
飾
画
」
の
な
か
に
位
置
づ
け
評
価
し
て
い
る
点
で
あ
る
。《
鴨
》を
「
装
飾
画
」

と
み
な
し
、
分
類
し
た
上
で
、「
頭
地
を
抜
い
た
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

前
章
で
見
て
き
た
通
り
、
こ
の
頃
の
百
穂
の
制
作
意
図
は
「
単
調
な
る
題
材
」
か
ら

「
複
雑
な
る
絵
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
博
覧
会
に
出
品
し
て
み
る
と
、

《
鴨
》は
「
装
飾
画
」
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
の
で
あ
る
。
制
作
者
の
意
図
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
作
品
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
世
の
常
と
は
い
え
、
こ
の
評
価
は
百
穂
が
ど
こ
ま

で
意
図
し
た
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
先
の
論
者
が
《
鴨
》
を
「
装
飾
画
」
と
見
る
批
評
は
、
当
時
と
し
て
は
、
的
を

射
て
い
る
と
も
い
え
る
。
と
い
う
の
も
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
、「
装
飾
」
の
語
は
日
本

美
術
の
特
質
と
し
て
日
本
美
術
史
を
語
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、『
東
洋
美
術
大
観
』

第
五
冊
で
は
、「
光
琳
派
」
を
「
光
悦
よ
り
宗
達
を
経
て
光
琳
に
至
り
て
大
成
せ
る
装
飾
画

の
一
派
」（
傍
線
筆
者
）
と
定
義
づ
け
る
（
註
34
）。
琳
派
絵
画
を
「
装
飾
画
」
と
み
な
す
の
は
、

当
時
の
日
本
美
術
史
の
一
般
的
理
解
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
百
穂
が
宗
達
や
光
琳

を
語
る
際
に
「
装
飾
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
す
る
べ
き
だ
ろ
う（
註
35
）。

　

確
か
に
、
百
穂
は《
鴨
》制
作
に
あ
た
り
、
た
ら
し
こ
み
を
多
用
し
、
光
琳
風
の
花
鳥
画

に
寄
せ
た
モ
チ
ー
フ
や
画
面
構
成
を
採
用
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
「
複
雑
な
る
絵
」「
漸
次

複
雑
な
も
の
に
進
ん
で
、
ま
と
ま
つ
た
も
の
を
画
く
」
意
図
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
百
穂
の
宗
達
光
琳
へ
の
評
価
を
鑑
み
て
も
、
装
飾
性
を
志
向
し
て

試
み
た
絵
画
表
現
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
本
作
を
博
覧
会
に
出
品
す
る
と
、
観
者
は《
鴨
》か
ら
琳
派
的
な
要
素
を
看
取

し
つ
つ
、
そ
の
清
明
な
色
彩
や
画
面
構
成
に
着
目
し
、「
装
飾
画
」「
模
様
画
」
の
語
で
評

価
し
た
の
で
あ
る
。

　

振
り
返
る
と
、《
鴨
》
に
先
行
す
る
た
ら
し
こ
み
作
品
《
赤
茄
子
と
芋
》
へ
の
批
評
で
も

「
装
飾
的
の
面
白
味
と
言
ふ
べ
き
も
の
を
軽
く
感
受
さ
せ
ら
れ
る
」（
傍
線
引
用
者
）と
記
さ

れ
て
い
る
。
当
時
、
清
明
な
色
彩
の
た
ら
し
こ
み
作
品
に
「
装
飾
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か（
註
36
）。

　

大
正
博
覧
会
の
日
本
画
全
般
の
傾
向
に
、
色
彩
へ
の
関
心
と
、
結
果
と
し
て
、
装
飾
性

へ
の
偏
重
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
百
穂
は
計
ら
ず
も
こ
の
風
潮
に
同
調
し
た
（
し

か
し
、
一
頭
地
抜
い
た
）作
品
を
制
作
し
た
。
当
時
の
洋
画
家
・
斎
藤
与
里（
一
八
八
五
～

一
九
五
九
）
の
大
正
博
覧
会
の
日
本
画
へ
の
論
評
「
大
正
博
の
日
本
画
」
も
引
用
し
て
み

た
い（
註
37
）。
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近
頃
の
日
本
画
が
写
生
に
重
き
を
置
き
出
し
て
来
た
事
、
そ
れ
と
同
時
に

色
彩
の
研
究
に
も
意
を
用
ゐ
出
し
た
事
、
そ
し
て
其
等
が
絵
を
完
成
す
る
上

に
余
り
効
能
が
無
く
、
却
て
出
来
上
つ
た
物
が
一
種
注
意
の
行
届
い
た
図
案

画
に
終
つ
て
居
る
事
、
是
等
の
諸
点
は
皆
疑
ひ
な
い
事
実
と
し
て
一
般
か
ら

も
承
認
さ
れ
る
迄
に
、
此
の
傾
向
の
基
に
日
本
画
に
従
事
す
る
者
が
多
数
に

な
つ
て
来
て
ゐ
る
が
、
今
大
正
博
に
出
陳
さ
れ
て
あ
る
約
二
百
点
程
の
日
本　

画
を
通
観
し
て
自
分
は
益
其
の
感
を
強
く
し
た
。
そ
し
て
芸
術
の
立
場
か
ら

好
く
な
い
現
象
だ
と
思
つ
た（
傍
線
引
用
者
）

斎
藤
は
、
大
正
博
覧
会
の
日
本
画
に
は
「
図
案
画
」
が
多
く
、
そ
の
こ
と
を
好
ま
し
い
現

象
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
こ
の
「
図
案
画
」
と
い
う
言
葉
は
、
先
の
「
模
様
画
」「
装
飾
画
」

と
同
様
に
、
色
彩
に
重
き
を
置
い
た
作
品
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
百
穂
は《
鴨
》を
「
装
飾
画
」「
図
案
画
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
た
だ
ろ
う
か
。
百
穂
自
身
や
身
近
な
人
物
に
と
っ
て
は
画
期
の
作
品
と
し
て
理
解
さ

れ
、「
一
筆
一
筆
」
丁
寧
に
、
た
ら
し
こ
み
で
描
い
た《
鴨
》で
あ
っ
た
。
斎
藤
茂
吉
は
「
こ

の
傾
向
の
絵
を
せ
め
て
十
ぐ
ら
ゐ
は
描
か
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
」
と
も
記
し
、
た
ら
し

こ
み
を
用
い
た
当
時
の
作
風
を
惜
し
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
博
覧
会
で
鑑
賞
し
た
人
々
は《
鴨
》を
「
装
飾
画
」
と
み
な
し
、
斎
藤
与
里
に

至
っ
て
は
「
芸
術
の
立
場
か
ら
好
く
な
い
現
象
」
と
も
評
し
た
。
こ
こ
に
百
穂
の
制
作
意

図
と
世
間
の
評
価
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
差
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
た
ら
し
こ
み
を
多
用
し
た
作
品
が
大
正
初
期
の
短
期
間
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
の
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
お
き
た
い
。

（
註
１
）　
《
鴨
》
は
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
「
日
本
近
代
美
術
展
Ⅱ　

橋
本
雅
邦
筆
「
龍
虎
図
屛
風
」
と
新
出
の

絵
画
」（
会
期
：
二
〇
〇
一
年
四
月
七
日
～
五
月
二
十
日
）、
同「
岩
﨑
家
の
お
雛
さ
ま
」展（
会
期
：

二
〇
二
一
年
二
月
二
十
日
～
三
月
二
十
八
日
）に
て
展
示
さ
れ
た
。

（
註
２
）　

百
穂
の
子
・
平
福
一
郎
は
、
座
右
宝
刊
行
会
編
『
平
福
百
穂
画
集
』（
集
英
社
、
一
九
七
八
年
）
の

「
巻
末
記
」に「
な
お
戦
禍
火
災
等
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
作
品
、
例
え
ば
田
澤
湖
説
・
鴨
・
伏
羲
等
」

と
記
し
て
お
り
、
近
年
ま
で
こ
の
認
識
が
広
く
普
及
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
註
３
）　

秀
島
英
五
郎
の
略
歴
は
元
三
菱
経
済
研
究
所
司
書
・
坪
根
明
子
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
註
４
）　

菅
野
仁
美
「
平
福
百
穂
の
画
業
─
挿
絵
画
家
の
一
面
も
交
え
て
」（
宮
城
県
美
術
館
、
茨
城
県
天
心

記
念
五
浦
美
術
館
『
平
福
百
穂
展
』、
二
〇
一
九
年
）参
照
。

（
註
５
）　
『
新
潮
社
四
十
年
』（
新
潮
社
、
一
九
三
六
年
）参
照
。

（
註
６
）　

城
塚
朋
和
「『
青
年
太
陽
』
時
代
の
吉
川
英
治
」（『
大
衆
文
学
研
究
』
九
十
九
号
、
一
九
九
二
年
）

（
註
７
）　

金
上
盛
三
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部 

近
現
代
美
術
史
・
大
学
史
研
究
セ

ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
「
卒
業
生
就
職
書
類
」
な
ど
を
根
拠
に
、
同
セ
ン
タ
ー
・
浅
井
ふ
た
ば
氏
よ

り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
註
８
）　
『
福
島
県
史
』
二
十
巻（
福
島
県
、
一
九
六
五
年
）参
照
。

（
註
９
）　

藤
森
照
信
「「
静
嘉
堂
」
四
代
と
お
抱
え
建
築
家
た
ち
」（『
東
京
人
』
三
六
二
号
、
都
市
出
版
、
二

〇
一
五
年
）

（
註
10
）　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
に
は
当
該
肖
像
画（
掛
幅
）の
写
真
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
註
11
）　

斎
藤
茂
吉
「
百
穂
画
伯
」（『
雙
杉
』
芸
艸
堂
、
一
九
三
三
年
十
二
月
）

（
註
12
）　

平
福
百
穂
「
簡
単
な
る
題
材
」（『
美
術
画
報
』
四
十
編
巻
四
、
一
九
一
七
年
三
月
）

（
註
13
）　

平
福
百
穂
「
豫
譲
を
描
く
ま
で
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
十
巻
十
一
号
、
一
九
一
七
年
十
一
月
）

（
註
14
）　

濱
中
真
治
は
、
大
正
三
年
頃
の
百
穂
の
画
風
の
変
化
に
つ
い
て
「
大
正
三
年
前
後
か
ら
百
穂
の
興

味
は
、
人
事
よ
り
も
「
単
調
な
る
題
材
」
と
い
う
周
辺
の
事
物
や
自
然
と
い
う
対
象
の
一
つ
一
つ
に

対
す
る
関
心
と
観
察
に
向
け
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
次
の
表
現
へ
と
高
め
て
い
く
方
向
へ
と
転
換
す
る

の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
濱
中
「
百
穂
の
新
南
画
─
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
と
の
は
ざ
ま
で
─
」（
山

種
美
術
館『
近
代
の
南
画
─
遊
心
の
世
界　

百
穂
・
放
菴
・
恒
友
・
浩
一
郎
』、
一
九
九
三
年
）参
照
。

（
註
15
）　

平
福
百
穂
「
忘
れ
得
ぬ
人
々
（
議
会
ス
ケ
ッ
チ
の
挿
話
）」（『
中
央
美
術
』
六
巻
九
号
、
一
九
二
〇

年
九
月
）
の
な
か
で
「
人
事
に
対
す
る
興
味
以
外
に
、
極
め
て
単
純
な
も
の
を
描
き
た
い
と
い
ふ

風
に
な
っ
て
来
た
。
そ
し
て
再
び
日
本
画
の
筆
を
取
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
」
と
も
記
す
。

（
註
16
）　

前
註
15
参
照
。
ま
た
平
福
百
穂
「
私
」（『
巽
』一
九
二
九
年
十
一
月
。
後
に
『
竹
窓
小
話
』
所
収
）

に
は
「
大
正
三
年
の
博
覧
会
に
、
屏
風
に
鴨
を
描
き
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
少
し
絵
を
描
い
て

み
よ
う
と
い
ふ
気
が
出
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
秋
文
展
に
七
面
鳥
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
だ
ん
だ
ん
と
絵
を
描
く
興
味
を
生
じ
ま
し
て
、
新
聞
社
の
方
も
社
長
の
徳
富
蘇
峰
先
生
が
諒

解
し
て
下
さ
い
ま
し
て
大
分
な
ま
け
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

（
註
17
）　

島
木
赤
彦
は
「
編
輯
所
便
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
第
八
巻
十
一
号
、
一
九
一
五
年
）
に
「
画
伯
の
庭
広
か

ら
ず
。
地
を
画
し
囲
む
に
金
網
を
以
て
す
。
鴨
と
七
面
鳥
と
久
し
く
此
所
に
遊
び
た
る
を
知
る
の

み
」
と
書
い
て
い
る
。

（
註
18
）　

斎
藤
茂
吉
「
平
福
百
穂
画
伯
」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
平
福
百
穂
追
悼
号
、
第
二
十
七
巻
四
号
、
一
九
三

四
年
四
月
）参
照
。

（
註
19
）　

前
註
18
参
照
。



26

（
註
20
）　
「
俵
屋
宗
達
記
念
展
」に
つ
い
て
は
、
古
田
亮「
大
正
初
年
に
お
け
る
宗
達
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』二
十
八
号
、
二
〇
一
三
年
）お
よ
び
同『
俵
屋
宗
達　

琳
派
の
祖
の
真
実
』

（
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
）に
詳
し
い
。

（
註
21
）　

宮
川
康
雄
『
平
福
百
穂
書
簡
』（
信
州
大
学
人
文
学
部
、
一
九
七
八
年
）参
照
。

（
註
22
）　

狩
野
博
幸
に
よ
る《
群
鶴
図
屛
風
》作
品
解
説（『
琳
派 

第
三
巻 

風
月
・
鳥
獣
』
紫
紅
社
、
一
九
九
一
年
）

（
註
23
）　

古
田
亮
氏
は
、《
鴨
》と
ほ
ぼ
同
時
期
に
描
か
れ
た
百
穂《
七
面
鳥
》に
つ
い
て
、
宗
達
記
念
展
に
言

及
し
つ
つ「
明
ら
か
に
宗
達
を
意
識
し
た
作
品
」と
述
べ
る
。
古
田
亮「
近
代
日
本
画
と
琳
派
」（『
琳

派 RIM
PA

─
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
六
年
）参
照
。

（
註
24
）　
『
美
術
新
報
』
5
─

15（
一
九
〇
六
年
）

（
註
25
）　

五
月
女
晴
恵
「
菱
田
春
草
筆
「
落
葉
」
の
空
間
構
成
に
関
す
る
一
考
察
─
同
時
代
絵
画
の
中
で
の

位
置
づ
け
─
」（『
美
術
史
学
』
二
十
号
、
一
九
九
九
年
）

（
註
26
）　

近
年
の
研
究
に
よ
り
「
た
ら
し
こ
み
」
の
語
の
使
用
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
結
城
素
明
（
一
八

七
五
～
一
九
五
七
）
に
よ
る
使
用
が
最
初
期
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
画
家
の
目
と
手
が
先
行
し
て
琳

派
の
た
ら
し
こ
み
を
実
践
し
、「
た
ら
し
こ
み
」
の
語
が
後
に
普
及
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
林
樹
里

「
た
ら
し
こ
み
の
研
究
─
尾
形
光
琳
筆
「
四
季
草
花
図
巻
」（
個
人
蔵
）の
模
写
を
通
し
て
─
」（『
國
華
』

一
五
〇
二
号
）参
照
。

（
註
27
）　

山
本
丈
志
「
ゆ
る
ぎ
な
く
画
境
の
高
み　

画
人
平
福
百
穂
」（
図
録
『
没
後
70
年 

平
福
百
穂
展
』
二

〇
〇
三
年
）、
塩
田
釈
雄
「《
七
面
鳥
》
の
た
ら
し
こ
み
に
つ
い
て
」（
宮
城
県
美
術
館
『
平
福
百
穂

展
』、
二
〇
一
九
年
）を
参
照
。

（
註
28
）　

前
註
27
、
山
本
氏
論
考
。

（
註
29
）　

前
註
18
参
照
。

（
註
30
）　

前
註
27
塩
田
氏
論
考
、
庄
司
淳
一
「
浪
漫
派
の
不
和
な
兄
弟
─
无
声
会
と
美
術
院
」（『
日
本
美
術

院
百
年
史
』
日
本
美
術
院
、
一
九
九
〇
年
）を
参
照
。

（
註
31
）　

横
山
大
観
、
菱
田
春
草
「
絵
画
に
つ
い
て
」（
一
九
〇
五
年
発
表
。
後
に
『
美
術
新
報
』〈
九
十
三
号
、

九
十
四
号
、
一
九
〇
六
年
〉に
掲
載
）

（
註
32
）　
「
博
覧
会
の
日
本
画
」（『
絵
画
叢
誌
』
三
二
一
号
、
一
九
一
四
年
）参
照
。

（
註
33
）　
「
大
正
博
覧
会
の
美
術
館
」（『
絵
画
叢
誌
』
三
二
二
号
、
一
九
一
四
年
）参
照
。

（
註
34
）　
「
装
飾
」
や
琳
派
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
玉
蟲
敏
子
『
生
き
つ
づ
け
る
光
琳
：
イ
メ
ー
ジ
と

言
説
を
は
こ
ぶ《
乗
り
物
》と
そ
の
軌
跡
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）を
参
照
。

（
註
35
）　

平
福
百
穂
「
宗
達
と
光
琳
」（『
竹
窓
小
話
』
所
収
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
第
二
十
二
巻
二
号
、
一
九
二
九

年
二
月
初
出
）

（
註
36
）　

金
子
薫
園
「
公
設
展
覧
会
の
日
本
画
」（
一
九
一
一
年
十
月
二
十
二
日
付
読
売
新
聞
）

（
註
37
）　

斎
藤
与
里
「
大
正
博
の
日
本
画
」（
一
九
一
四
年
四
月
二
十
七
日
付
読
売
新
聞
朝
刊
）

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
菅
野
仁
美
氏
よ
り
多
く
の
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
き
、
関
口
真
規
子
氏
か
ら

は
資
料
読
解
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


